
Single Valve アスピレータの
取り扱い⽅法

WHJ-RAQA0001-SVS/2024.07/A-N

販 売 名 : Womenʼs MVA システム
⼀ 般 的 名 称 : 吸引⽤⼦宮カテーテル／単回使⽤医療⽤拡張器
医療機器認証番号 : 227ADBZX00175000
ク ラ ス 分 類 : 管理医療機器
＊Single Valve アスピレータを含む「Womenʼs MVA システム」すべての製品は単回使⽤製品です
＊ご使⽤の際は、電⼦添⽂をよくお読みの上、正しくお使いください



MVA製品は1970年代にアメリカ合衆国国際開発庁の⽀援を受け開発されました。
世界中で掻爬（D&C）をなくし、吸引で安全なSafe Abortionを浸透させたいという開発者の
意図のもと、当時の材料⼯学で設計された製品がSingle Valve アスピレータ（SVS）です。
SVSはその後、⻑きにわたり多くの国で使⽤されていますが、基本的な設計や構造は開発当初
から⼤きな変化はなく、各部品から組み⽴てられて製造されています。SVSの構造はそのよう
な歴史に基づいています。

万が⼀、使⽤前や使⽤中に下記の各部が外れてしまった際は、記載の⼿順で組み⽴て直す、
もしくは新しい製品をお使いください

Single Valve アスピレータ（以下、SVS）の成り⽴ち
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＊本操作はバルブ本体を⼿で持ち（STEP1)、宙に浮かせた状態
で⾏ってください①バルブ本体が外れた場合

上⼿に差し込むことができない例
例 1
バルブボタンは下を向いているのに⼊らない

例 2
バルブボタンが上を向いているので⼊らない

バルブボタン雌部
の凸部にぶつかる

シリコーンライナー先端部が
バルブボタン開⼝部に引っ掛
かっている

バルブボタン開⼝部

“Ipas”刻印側
開⼝部

シリンジ側
開⼝部

強い⼒でプランジャを引くことで、まれに
プランジャ留め具が外れたり破損したりする
ことがあります。その場合は当該製品を使⽤
せずに新しい製品に交換してご使⽤ください

シリコンライナーを
バルブ本体ごと押し込む

シリコーンライナーの浮き

③ プランジャ留め具が外れた場合② シリコーンライナーが浮いていた場合

組み⽴て⽅法

ここ ここ

【Point1】先端から約2㎜程度シリコーンライナーが出ている

【Point2】バルブキャップが根元までしっかり挿⼊されている

STEP1、2を参照しバルブボタンを下に向けシリンジを回転させながら差し込むことで挿⼊できます

シリンジ側
開⼝部

バルブボタン

STEP1
バルブボタンが下になるようにバルブ本体を持つ
STEP2
シリコーンライナーの先端部がバルブ開⼝部に
引っ掛からないように、シリンジを下から上に
回転させながらバルブキャップにねじり⼊れる

STEP 1 STEP 2 差し込み完了

差し込み完了後の
確認ポイント

約2㎜

Point2
Point1

シリコーンライナー先端部
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←組み⽴て⽅法の動画はこちら

下から上にねじり⼊れる


